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引用文献⓵
比抵抗映像法 島裕雅ほか



３次元電気探査の測線配置

グリッド配置

トモグラフィ配置 省力型３次元電気探査

平行測線配置
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引用文献②
物理探査学会111回
学術講演会論文集
2004.10. 杉本ほか
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測定方法の考え方

引用文献③
物理探査学入門 水永秀樹著



省力型３次元電気探査の測線配置例

補足測定

5

引用文献②



数値実験検討モデル

FEMモデル

100m

節点数 ：38,406

要素数 ：228,158

データ数：1620
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補足測定の効果

補足測定なし
データ数：1620

補足測定あり
ウェンナー法：4データ
a=2,4,8,16m

補足測定あり
ソース点：16点
データ数：2436

3次元測定
データ数：5544
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従来の３次元電気探査と省力型３次元電気探査の比較

項目 従来の３次元電気探査 省力型３次元電気探査

特徴 ・測線の配置方法はパターン化 ・安価で実用的

メリット ・偽像が出現しにくい ・実用的
・大規模調査（1ｋｍ×1ｋｍ）が可能
・既存調査結果も使用可能
・追加調査が必要な場合、追加が可能

デメリット ・経済的でない
・2次元探査の約8倍の経費（当社比較）

・偽像が出現する可能性がある→熟練技術
者は判断可能
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省力型3次元電気探査
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測線配置図 10

【山梨県橋台地質調査（省力型３次元電気探査）マッチング】

目的： 道路橋台建設にあたり、支持層の把握を行った

〇測線配置
・A測線 200m
・B測線 200m
・C測線 330m
・探査深度 90m



既存調査における地質断面図

C測線で高比抵抗が確認できた標高と北側に移動させたa測線の同
じ標高で高比抵抗を確認することができました。この傾向は付近の地
形や既存ボーリング調査で見られた傾向と調和的です。

ａ測線（Ｃ測線より平行に6m移動した橋台計画測線：3次元解析により得られた）Ｃ測線（測定を実施した測線）

C測線とa測線の比較 11



橋台計画箇所付近

詳細解釈範囲拡大図

a測線の3次元比抵抗断面図と既存ボーリングデータの比較
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【現場試行結果】



省力型３次元電気探査適用事例



集水井内湛水1.67m

省力型3次元電気探査による
水みちの推定

集水井

引用文献④
日本地すべり学会
「第42回地すべり現地検討会」資料
2014.9.30
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地すべり調査への適用事例
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廃棄物埋立地の調査への適用事例

引用文献⑤
廃棄物資源循環学会 講演予稿集
2012.10 椿ほか



B 測線 C 測線 D 測線

E 測線

F 測線 G 測線
測線配置図

解析結果

A 測線

A 測線

B測線
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F測線

G測線

山岳トンネル調査への適用事例

引用文献⑥
土木学会学術講演会講演論文集
2019.土田ほか



3次元比抵抗垂直断面図
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山岳トンネル調査への適用事例
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ボリューム 1.10Ωｍ以下
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地熱調査への適用事例


